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１．はじめに 
本研究では、愛知県豊橋市飽海町・東田町西脇二区，

山田町・山田石塚町において、様々な情報共有技術を活

用した防災ワークショップを開催し、地域住民の防災意

識向上と地域住民・自治体の協働体制づくりを進めてき

た１）、２）、３）。今回の実験では、これらの取り組みを踏ま

え、自治体と地域住民との協働による地震被害情報・避

難者に関する情報収集・伝達により、速やかな被害情報

収集・初期消火・救援救護・安否確認などの地域の減災

対応を可能とする仕組みの構築と減災効果の検証を行う。 
 
２．発災対応情報収集・伝達実験概要 
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２．１ 実験実施地区 
東海・東南海連動型地震が発生したという想定のもと、

2006年 11月 12日（日）8時 30分から 11時にかけ、豊橋
市内の栄小学校（体育館），山田町，山田石塚町，山田公

民館，飽海町，東田町西脇二区，八町校区市民館を実験

フィールドとして、市行政機関と地域住民との協働によ

る情報収集・伝達を想定した実証実験を行い、災害対応

における減災情報共有の実用性を検証した（図１）。 
２．２ 情報収集実験 
図２の「建物被害」「火災被害」「道路被害」の被害情

報の看板を町内に配置し９時の防災訓練の開始とともに、

参加住民で各グループ内の被害情報の収集を開始する。

住民が避難途中に火災被害の看板を発見した場合、住民

同士でよびかけ協力しながら、看板に記載されている

「消火に必要なバケツの数と消火器の数」を 10 分以内に
集められることができたら初期消火成功となり「消火

済」のステッカーが貼られ、10 分経過しても上記が完了
しない場合は「未消火」のステッカーが貼られ初期消火

失敗となる条件で発災対応初期消火訓練も同時に行った。

なお消火器は地区内の備え付けてあるものを使用し、バ

ケツは発火ポイント周辺の住宅から借りてくるという方

法をとった。その後、校区の避難所（八町校区市民館，

栄小学校）を情報拠点とした、地域住民との協働による

情報収集実験を行った。飽海町・東田町西脇二区および

山田町・山田石塚町では各町会 3 名の情報収集担当者が 9
時に自宅をでて、記憶のみで町会内の「建物被害」「火災

被害」「道路被害」情報の収集を行った後、飽海町・東田

町西脇二区は八町校区市民館、山田町・山田石塚町は山

田公民館で被災マップを作成した（図３）。「火災被害」

に関しては発災対応初期消火訓練結果の「消火済」か

「未消火」の情報も考慮されている。そして、各町会 1
名の情報集約担当者がそのマップを基に地域の被災状況

を集約するとともに避難者名簿・要援護者名簿を基に避

難者情報を集約した（表１）。完成した被災マップと被

災・避難状況集約表は、各町会の総代が確認後、独立行

政法人消防研究所によって開発された長距離無線 LAN に
よって豊橋市防災対策課職員と情報共有を行った（図１）。 
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図１：情報収集・伝達実験概要図
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図２：被害情報看板 
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３．実験結果 
３．１ 飽海町・東田町西脇二区・八町校区市民館 
被災マップおよび被災情報集約表は、訓練開始から飽

海町は 33 分、東田町西脇二区は 28 分で完成した。報告
された被害情報は 16 箇所中 15 箇所で、未報告が 1 箇所
あった。なお、報告された情報は実際の設置場所とほぼ

誤差はなかった。 
発災対応消火訓練では 1～6 の全てグループで 10 分以

内に必要な消火器などを集めることができ、初期消火は

成功した。グループ 2，3 ではバケツ、消火器の収集に加
え、街角に設置されている消火栓箱からホースを取り出

し、被害情報看板に筒先を向けるという訓練も行った。 
３．２ 山田町・山田石塚町・山田公民館 
被災マップおよび被災情報集約表は、訓練開始から山

田町・山田石塚町（合同）は 32 分で完成した。報告され
た被害情報は 14 箇所中 12 箇所で、未報告が 2 箇所あっ
た。なお、報告された情報は実際の設置場所とほぼ誤差

はなかった。 
 発災対応消火訓練では 1～5 のグループは 10 分以内に
必要な消火器などを集めることができ、初期消火は成功

したが、6 グループは火災被害情報の看板を発見すること
が出来ず未消火となってしまった。 

４．実験結果の検証  

実験後、協力頂いた豊橋市防災対策課職員 4 名に「豊
橋市を対象とした災害対応活動への情報共有・利活用技

術の適用に関する検証アンケート」を配布し、さらに 12
月 10 日（日）10 時から 12 時に豊橋市役所防災対策課に
てアンケート結果を基にヒアリング形式で実験結果の検

証を行った。 
本実験で提案した仕組みの有効性については、住民主

体の防災組織としてまとめた情報であることから、信憑

性の面からは問題なく、地域の情報も整理され重複する

ことはないと考えられる。従って、実験で提案された仕

組みは行政機関等だけが行う情報収集に比べ有効な手段

となりうる。さらに、豊橋市は市域が広く校区も 51 ある
ため、各校区を拠点として情報収集を行った方が迅速に

対応できるので、こうした仕組みは有効だと考える。 
本実験で提案した仕組みの課題については、災害情報

や避難者情報は時々刻々と変化していくものであり、住

民が避難所などに避難した後の地域で発生した災害（火

災や要救助者の有無など）情報の収集を仕組みの中にど

のように組み入れていくかが課題である。また、ある程

度校区での状況判断が求められる可能性があり、避難所

要員の責務が大きくなるため、地元総代・役員との協働

が重要となる。さらに、避難所要員の人数にも限界があ

るので、地域住民の自主的な行動も重要となると考えら

れる。 
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図３：被災マップ（飽海地区） 

表１：避難者情報（飽海地区） 

グループ建物被害 火災被害 道路閉塞避難者
被害総数全壊 半壊 被害総数消火済 消火未 被害総数男 女 計
1 1 1 0 1 1 0 0 4 7 11
2 2 1 1 1 1 0 0 3 11 14
3 1 0 1 1 1 0 1 8 9 17
4 1 1 0 1 1 0 0 7 2 9
5 2 1 1 1 1 0 0 9 1 10
6 1 0 1 1 1 0 0 5 7 12

計 8 4 4 6 6 0 1 36 37 73総
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